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河原総説より

エクソソームを含む細胞外分泌⼩胞（以下、EVs）は、種々の細胞が放出す
る膜⼩胞で、EVs中の分⼦（タンパク質、核酸など）が他細胞に受け渡され
ることで、様々な細胞間情報伝達を担うことが近年判明し、これらの分⼦の
発現は細胞の状態により⼤きく異なり疾患
の進展と関連すると考えられている。
我々はEVsを介した脳神経系疾患への効果
について解析しており（Tsutsui, 2020;

Yamaguchi, 2022）、現在はパーキンソン
病関連疾患である多系統萎縮症との関係に
着⽬している。多系統萎縮症はαシヌクレ
インタンパク質が凝集体を形成が主要原因
とされる難治性の神経変性疾患であるが、
この凝集体の伝播・蓄積メカニズムは未知
である。我々はαシヌクレイン伝播に関わ
る重要な分⼦を同定し、EVsを介した発病
への関与に迫っている。本セミナーでは、
この研究を紹介すると共に、EVs研究の
現状についても概説したい。


